
林揚春先生による

ライブオペ講演会・

Minimalismとしてのインプラント治療
-超高齢社会における歯科医療の未来-

超高齢社会を迎えた日本では今年 2025 年に、65歳以上の高齢者人口が約 3,500 万人に達し、さらに 75歳以上の後
期高齢者は約 2,100 万人となり、国民の 3人に 1人が高齢者、5人に 1人が後期高齢者になると推計されている。
このような超高齢社会においては、インプラント治療はより低侵襲で効率的なアプローチが求められている。
Minimalism（ミニマリズム）としてのインプラント治療は、不要な処置を削ぎ落とし、患者の身体的負担や心理的・
経済的負担を軽減すると共に、治療をシンプル化させることが可能となる。さらに、患者の不安を軽減することで治
療への信頼度向上にも寄与する。本講演では、Minimalism に基づく治療戦略を具体的に紹介し、低侵襲・短期間で
予知性の高い効率的なインプラント治療の実践方法を解説する。
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